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農業研修センター

長芋は、他の作物と比較して露地野菜では収益性が高く比較的価格が安定しており、長芋

の産地として生き残るためには、優良種子の確保が不可欠となっています。
長芋の生産にあたっては、他産地からの導入種子を利用していましたが、ウイルスに汚染さ
れた種子も多くなっていることから、優良種子の必要性が高まっています。これにより、昨年

から農業研修センター試験圃場で、網室ハウスを１棟設置し独自の種子確保を図るため「ムカ
ゴ栽培」の生産研究を実施しております。現在行われている増殖法に比べると、種子の生産量

は約５０倍〜１００培多くなります。

長いも優良種子生産研究事業について

様々な地域の人々に農業を体験できる区画を提供し、洞爺村の雄大な自然の中で作物を作

り育てる喜びを味わってもらっています。洞爺村を広くPRし、交流人口の増大を図ることを
目的に、平成１３年度から本事業を実施しており、秋には利用者の家族・友人を交えた収穫

祭を行っています。
また、農業技術指導員の栽培相談の他、本年度からは老人クラブの農業経験者による栽培

相談の協力も得て実施しています。

開園期間　平成１７年５月１４日（土）〜１０月３１日（月）
区 画 数　７０区画（面積１区画３０㎡）
利 用 料　１区画３千円

利用状況　新規利用者１１名　継続利用者３６名　　　　

札幌市４名　白老町１名　登別市９名　室蘭市１２名　伊達市４名

虻田町２名　豊浦町２名　壮瞥町１名　留寿都村１名　洞爺村１１名

市民農園開放事業について

JAとうや湖管内町村の農業者を対象に、農業研修センターで土壌分析を実施しています。
一般分析（８項目）ＰＨ、ＥＣ、ＣＥＣ、リン、カリウム、カルシウム、マグネシウム

リン酸吸収係数、硝酸態窒素(ＥＣ0.2以上)
分析手数料　　　６５０円

選択分析（９項目）一般分析に熱水抽出性窒素を加えたもの。
分析手数料　１，１００円

土壌分析事業について


